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感情への恐れが気晴らしの選択と効果に及ぼす影響
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［目的］
感情への恐れ（華arofemotion）とは、感情が生じたときの
自分のふるまい、もしくはその感情自体をコントロールす
ることができなくなるのではないかという恐れを指す。感
情への恐れの高い者は精神的健康や適応面で問題を抱えう
ること、また心配や反舞など不適切な対処方略を用いるこ
とが指摘されている。本研究では、対処方略の一つである
気晴らしに着目し、感情への恐れが気晴らしの用い方に及
ぼす影響、及び精神的健康との関連について検討する。
［研究1］
1．日的　気晴らしの頻度、気晴らし対象の種類、及びプロ
セスに対して感情への恐れがどのような影響を与え、精神
的健康と関連しているかを検討する。
2．方法　早稲田大学大学生・大学院生687名に、「感情への
恐れ尺度（ACS）」「日本語版GHQ12項目版」「気分調節の自
信に関する質問項目」「気晴らしへの集中に関する質問項
目」「気分悪化に関する質問項目」「気晴らしの頻度を尋ね
る質問項目」「気晴らし対象の種類を尋ねる質問項目」を用
いた質問紙による調査を実施した。
3．結果と考察
ACSの平均値以上の者を高群、平均値以下の者を低群と
し、気晴らしの頻度．と気晴らし対象の選択の相違を検討し
たところ、両群間に相違は見られなかった。感情への恐れ
（ACS）と精神的健康（GH（さ）との間には中程度の相関（r＝．41，
pく001）を示したことから、気晴らしの頻度や対象ではなく
プロセスに着目する必要性が示唆された。次に、各指標間
の相関係数の結果からモデルを構築し共分散構造分析を行
ったところ（Fig．1）、感情への恐れが気晴らしのプロセスを
介して精神的健康に悪影響を与えることが示された。特性
的な感情への恐れが気晴らし状況下における状態にも影響
を及ぼしていることから、気晴らし状況下における特徴に
ついても、より詳細に明らかにする必要性が示唆された。
［研究2］
1．日的　日常場面で行われた実際の気晴らし状況下での感
情への恐れの特徴を、日誌法を用いて明らかにする。
2‥方法　早稲田大学大学生と大学院生、計659名に感情へ
の恐れ尺度（ACS）を実施し、そのうち平均値十1／2SD以上の
得点を示した者12名を高群、平均値－1／2SD以下の得点を
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示した者11名を低群とした。実験期間は2週間とし、各群
もに計6回、気晴らし、及び気分状態を尋ねる質問項目
を日誌形式で回答を求めた。また、実験前に感情への恐れ
尺度を、実験後に日本語版GH（〕30項目版に回答を求めた。
3．結果と考察
1要因の分散分析を行った結果、高群は気晴らし時の感
情に対して不快感が強く、コントロール感が低いことが示
された。また、高群の方が気晴らし時間は矯く、気晴らし
後の不快感や不安感が強く、精神的健康が低かった。気晴
らし時の自己陳述においでも、高群では否定的・回遊的な
内容が多く、低群では肯定的・受容的な内容が多かった。
以上より、感情への恐れの高さにより非効果的な気晴らし
となり、その結果精神的健康に悪影響を及ぼす可能性が示
された。また、感情への恐れの高い者特有の自己陳述が気
晴らし時の状態に影響を及ぼしている可能性が示唆された。
［総括的考察］
本研究より、感情への恐れは気晴らしのプロセスに影響
を及ぼし、その結果非効果的な気晴らしとなり、精神的健
康にも悪影響を及ぼすことが示された。また、気晴らし時
の自己陳述内容により、感情への恐れの高い者は気晴らし
を効果的に用いていない可能性が示唆された。効果的な対
処方略の使用を促し、精神的健康を高めるためにも、感情
への恐れの高い者特有の気晴らし時の自己陳述に焦点を当
て検討する必要性がある。今後は、より詳細に気晴らし噂
の自己陳述内容を明らかにし、量的にも検討することが望
まれる。
Fig．1感情への恐れと気晴らし、及び精神的健康との因果
モデルと分析結果
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